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）
と
に
土
心
、
〉
な

J
r
b
の
と

v
う
べ
き
で
あ
る

、d
i
〆且ハ企ソム
w
E引
率
の
判
断
に
は
、
判
決
い
影
山
叫
門
を
μ
況
は
ヰ
予

ζ

が
町
下
ノ
！
日
な
エ
円
ヘ
H
の
道
一
正
が
あ
る
論
旨
は
注
白
が
あ
り
、
厚
判
決
山

l
告人川小川

副
部
ヘ
込
山
、
波
京
を
ノ
い
ハ
れ
な
い

／て
J
f
l

、
以
説
小
了
ん
と
ご
ろ
f

よ
れ
ば
記
邦
人
ば
に
関
す
る
被
告
人
ら
心
詰
求
は
い
ず
れ
も
思
山
が
な
い

九七ハ、

H
Jわ
か
に
コ
ヌ
市
一
番
取
れ
は
存
取
り
出
L
、
川
河
川
つ
に
同
r
y
Q
一
話
求
づ
い
J
q
れ
も
な
却
す
べ
込
で
止
も
」
、

令
Jo 

十品

1
J一
に
は
ず
葉
忠
十
守
政
刊
行
の
椛
リ
ピ
リ

ULカ
あ
る
）

評
問
帆

刊
訂

λ
丘
町
す
る
か
、
そ
の
刷
川
町
ー
は
限
丘
的
と
あ
る
と
〆
ご
す
匂

四
吋
頭
の
町
在

男
約
に
お
い
て
は
同
町
、
作
山
事
長
I
J
相
対
守
す
る
斗
場
に
た
ワ
一
工
そ
れ
P
L
札
山
利
持
を
追
求
ヲ
ム
似
た
め
、
出
事
長
山

方
か
利
誌
を
と
作
宇
品
反

刊
亡
、
引
j
方
が
さ
↑
れ
の
締
結
に
で
れ
チ
黙
せ
心
十
九
ハ
～
…
、
吋
ど
絞
る
ご
と
V
品
ゐ
v

F

｝
の
よ
、
／
子
会
、
約
九
耐
え
h
一
芯
似
す
る
お
斗
、
今
一
肝
避
す
る
た
仏
町
、
件
当

手
当
ー
し
て
は
、
当
占
契
約
が
内
ら
刀
戸
、
的
地
付
や
が
治
的
引
説
し
も
三
わ
す
影
響
に
持
す
る
防
械
を

i
パ
ん
じ
貯
ま
え
た
う
え
子
、
初
ん
L

引
を
稲
川
町
す
と

か
汗
か
の
す
A
U
Z
M
山
手
会
？
っ
ヲ
と
が
必
要
と
な
る
r

一
円
」
》
汽
江
い
の
原
則
を
ぷ
本
と
す
る
民
法
の
も
と
で
ば
、
川
宍
約
締
結
引
き
開
口
『
ん
起
に
と
一
J

て
主
主
と

な
ゐ
そ
λ
ー
し
た
浩
司
の
山
川
主
－
取
得
は
、
げ
尽
照
と
し
て
弁
当
事
告
が
日
η
の
員
粁
円
五
日
い
と
行
う
べ
お
と
う
」
ご
あ
む
じ
し
か
し
、
契
約
の
種
類
－
前
武
、

げリ
会ι
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当
事
将
司
の
閥
抗
廿
円
い
ー
か
Jν

い
よ
っ
て
ば
、
情
判
の

zz－
取
得
の
↓
切
を
刊
J

〕
圭
ア
任
で
ド
ろ
ょ
っ
に
F
K
求

九州

ur叫
切
ヤ
み
欺
取
消
〕
に
よ
ー

E
h三
刊
の
効
り
が
一
ん
で
き
れ
な
し
阪
h
）
明
利
紛
品
に
よ
わ
牛
じ
た
L

ヲ
ベ
ど
の
損
失
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
か
、
心
w
i
J州中
l
宇
主
に
と
J

て
苛
思
な
「
布
A

一夕、

あ
る
J

4

ん
ば
、
消
針
古
町
一
引
の
よ
う
い
、

方
当
事
面
（
！
？
紫
者
一
～
／
）
柑
一
下
十
J

i川
君
ズ
何
？
と
の
問
ト
、
拍
羽
山
川
社
能
力
ゎ
前
相
せ
の
蓄
し
い
格

左
が
構
造
的
に
行
存
し
て
い
る
よ
ろ
手
均
九
十
刊
ん
ぬ
る
に
そ
こ
で
、
ご
の
」
与
な
場
ん
一
に
は
、
恰
刊
を
院
比
村
ι
0
7
f
u

出
事
長
に
判
］
方
＼
の
情
報
提
杭
ヤ
同

）！！，＼＇.；交似通科ドおける ,S1H!h¥J完足lえにLっく IC'.fr,小町fl貞no成行

均一ヰ
φ

時
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
J

て
、
畑
川
手
ゐ
の
刊
読
ん
4
州作品

1
る
ご
と

V
掛
求
さ
い
に
る

ャ
」
事
名
か
ら
の
出
持
机
仕
い
や
説
山
市
が
あ
れ
ば
、
拍
子
↑
り
は
ふ

以
り
な
情
判
M
t
h
F

出
ま
、
ム
た
？
f
r
ふ
ん
約
締
討
の
A
M
出
1－
定
オ
す
る
ヲ
と
が
可
能
2

4

P

Q

J

反
対
に
当
事
告
が
ぞ
の
義
務
ト
ド
苦
反
1
J
J
L
信
相
合
能
川
h
l
J
日
F

「
一
点
契
約
の
刊
結
H

よ
り
む

T
方
が
陀
づ
た
出
ー
を
山
間
滞
寸
べ
友
一
義
尚
を
円
一
い
、
平
わ
い
よ
り
相
川
手
方
ば
契
約
桁
結
に
起
河
ー
一
。
；
不

利
斗
か
h

放
済
一
」
れ
る
ご
め
r
刊
行
熊
川
町
二
、
す
ω救
出

は

治
7
1位
効
ヤ
詐
民
殴
出
L
に
u
べ
て
伐
ム
ゾ
史
咋
が
殺
や
か
で
あ
る
こ
乙
円
加
え
、
湘
f
ートリ

か
っ
丈
し
き
は
、

に
も
蒋
ち
は
が
あ
る
と

5
は
五
史
問
お

b
t
）
賠
償
却
を
制
限
す
る
こ
こ
ヂ

」
円
九
世
の
川
町
予
を
め
ρ
＼つわ
V

法
判
例
に

相
山
J

一
心

N

吋
門
医
？
な
る
の
は
、
こ
こ
で
い
う
『
店
主

urmm－
一
一
正
の
法
的
性
LH円
で
あ
る
一
」
の
い
い
円
J

ノ
パ
一
、
契
約
交
副
混
在
に
お
け
る
説
明
義
務
違
反
が
4
1
真
青
山

小
ム
札
行
む
を
岡
山
氏
、
J
Lけ
っ
き
と
は
判
例
？
品
、
従
米
刀
ム
正
＼
市
め
ら
れ
一
き
人
j

町
え
f
＼
リ
／
44u
一
で
は
、
川
県
約
父
点
と
い
う
何
人
山
川
自
体
と
主
忙
に

関
係
L
J
7
段
階
で
発
牛
？
？
と
い
、
つ
事
情
存
主
ね
し
て
、
こ
の
よ
j
な
り
品
川
長
治
逗
h
ん
か
り
は
ぶ
日
行
お
ご
江
だ
け
で
な
く
、
何
人
約
ょ
の
円
一
作
1
J
f
じ

G
y
r
－J
q
f
H
h
m肘
カ
打

h
Lて
お
り
、
こ
の
y；
え
方
を
採
用

γ
～f
級
詐
＋
仇
刈
例
も
あ
と
〕
か
ス
告
約
古
ト
塩
川
成
に
は
い
似
法
い
一
人
材
一
心
一
川
も
あ
れ
、

の
場
〈
？
に
お
什
る
打
人
均
許
p
p

わ
れ
の
一
敗
い
を
め
ぐ
る
議
前
は
司
有
も
す
行
却
し
ヤ
一
叫
っ
て
い
る
契
約
一
真
Y
R樽
成
と
不
投
打
f

片付ム
R
Y
F問
成
l
y

で
は
、
町
佐
詰
求

豆
、
低
丹
で
は

ー
（
民
法
仁
一
以
来
苛
段
）
と
異
人
仇
る
な
ど
、

1
v

ず
れ
を
と
る
か

権
的
！
七
崎
町
効
期
間
が
け
昔

r
I
一〈川〆

I

（料一伏

八
七
長

子
紛
争
斗
手
請
の
氏
JL地
O
L
L
体
的
な
和
主
が
三
ニ
、
く
る

X
ら
が
曹
に
わ
る
説
明
義
務
泣
一
況
の
小
ア
宴
会
活
J
J
E
か
勺
約
一
ハ
ザ
悦
い
一
：
尚
γ

苛
1

た
ム

什
ば
、
ま
さ
に
こ
の
泊
川
川
町
効
相
川
河
？
と
の
関
係
ご
、
県
信
十
代
任
の
法
住
権
え
が
品
求

m
r
h口
hv一江
y
わ
ず
る
事
宏
一
ぐ
あ
っ
丈
L

ぞ
の
ん
め
、

v
ム
ら
は
梨
約

十
買
付
け
悟
武
宮
下
情
的
い
保
し
た
わ
け
で
あ
る

太
判
決
口
、
記
川
主
務
ヒ
f
u

は
だ
上
f
手
当
が

相
手
ん
が
川
「
設
内
ナ
約
安
市
結
L
f
J
こ
μ

に
よ
り
姥
っ
と
お
d

け
い
う
ま
＼
不
試
行
為
に
〕
。
る
胎
随
一
H
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一ねーをよ只

1
」
じ
が
あ
る
の
は
は
V
判
、
m
e
h
叫
約
の
品
約
蒋
刀
小
認
汁
ト
よ
る
陪
政
責
H
U
h
と賞、
J

こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
コ
」
て
あ
る
と
み
北
べ
て
X
L
の

'E；；，刊副i：究

子
市
川
的
i
張
を
n
一
ピ
け
た
）

技
。
叫
の
よ
、
つ
い
す
、
契
約
f

父
捗
渦
涯
に
お
け
ム
似
品
川
説
務
違
反
か
ら
剤
、
し
如
何
一
打
い
が
発
生
す
る
治
百
か
に
つ
い
て
引
確
な
判
附
を

し
ナ
段
l
牧
討
判
決
品
川
ご
れ
主
で
存
什
し
な
か
マ
た
七
め

K
仙
川
小
い
の
結
論
は
こ
の
円
山
町
出
に
日
併
す
る
刊
判
の
；
ふ
れ
一
ぷ
い
こ
附
間
的
な
げ
バ
ロ
リ
咋
手
も
つ

とい
λ
y
こ
う
か
で
也
、
、
る
、

山13
万
一
二
、
旦
論
的
な
続
山
か
ら
は
、
そ
の
叶
山
市
三
川
は
ド
に
、
あ
る
い
は
ア
札
川
ー
に
、
奥
州
一
貴
に
憐
（
ば
を
民
一
一
一
ー
し
た
珂

店
付
け
が
丘
吏
な
問
r
d
山
T
5
Q
J
h
M～約
f

完
什
情
ー
チ
乞
工
訟
し
て
ミ
た
一
れ
ま
で
の
一
、
－

w…密
政
正
問
や
学
説
止
、

一
の
構
成
乙
ど
止
主
化
ず
る
七
め
に
苓

山一郎なへ洞拠
d
f
b
z

げ
て
い
る

太
司
法
の
在
日
付
げ
は
こ
れ
ら
の
一
部
拠
ド
L
F
M
7
ィ
巳
る
だ
け
ノ
の
十
り
ん
な
説
得
力
安
R
X
T
K
い

zzz的
人
っ
か

担
は
木
川
決
の
当
十
円
え
一
川
計
／
、
ま
｝
七
、
ζ

より
U
F
h

程
会
一
則
一
ら
か
に
L
司
る
も
っ
そ
で
も
主
交
1
ー
あ
る
と
若
手
ム
れ
る
イ
こ
で
、
木
許
釈
で
は
、
契
約
i

父
W

過
妊
に
お
け
乙
説
悶
杭
悲
冶
反
を
め
＼
ゐ
ノ
ム
1
1の
裁
判
例
お
よ
が

γ記
の
議
論
士
山
叫
伺
L
た
つ
え
で
、
こ
の
よ
え
い
つ

v
r
L
寺
山
市
存
れ
え
ゐ
｝
と
に
す
る
一
J

判引い
J

ァ
ミ
訟
の
限
的
に
際
し
て
は
、
契
約
同
九
は
市
山
を
支
払
ヰ
る
、
あ
ゐ
い
は
γ

竹けた
J
q
ふ
五
山
川
ζ

J

て
ど
の
で
ノ
ん
が
論
拠
が
F

」
れ
ま
で

j
思
さ
れ
一
＼
色

た
か
に
佳
ー
さ
ら
じ
わ
せ
る
I

ま
た
、

T
ご
い
述
べ
丈
よ
J

に
判
何
学
説
は
刊
行
本
か
九
、
山
NF刊
に
父
伊
過
日
引
に
お
け
ふ
川
則
合
併
達
比
に
主
づ
い
一
九
当
事
者

の
4
ハ
法
行
J
h
責
任
が
成
d
v
L
d

ノ
合
、
レ
一
は
r
山
、
認
め
て
い
る
ヘ
十
や
す
仇
4
4
L
Y

の
ふ
げ
F
H
M青
江
口
刊
l
M
ウ
ア
る
可
能
作
寸
川
一
花
ー
に

L
J寸
う
え
で
、
主
約
古
任

格
成
を
r
h
口
d
亡

ucい
る
ー
だ
引
釈
ザ
位
、
議
論
の
前
世
三
）
て
、
い
叩
者
約
父
ゆ
過
科
い
お
け
る
札
川
主
務
違
じ
は
じ
比
ワ
ノ
＼
小
エ
円
／
打
為
責
任
の
成
ム
V
が
吋
一
例

れ
J

叫
に
ょ
っ
と
レ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
丈
の

AvJも
あ
わ

i
c紹
介
一
タ
る
た
え
〕
、

こ
の
占
は
判
」
汀
と
右
一
拡
闘
係
J
3

る
わ
け
一
に
は
な
い
た
め
、
泊

半
に
触
れ
る
に
ト
と
ど
め
る
（
な
お
、
以
T

m

揃
述
に
お
J
い
て
山
一
に
説
岡
義
務
主
た
は
託
明
義
務
一
一
同
一
可
と
い
っ
と
き
J

は

寺
川
契
約
交
持
品
討
に
お
い
て

i主
liEζ 

来な
のゐ
判士一
例3れ
ぞ干

す円
す

~ 

-9 
{, 

最
高
裁
判
切

リ

K
」
川
裁
円

｝
江
『
手
古
ド
ょ
と

μ刊
誌
お
韮
以
内
結
凶
ス
と
1

J

J

L

凶
作
手
ト
刀
が

f
分
な
情
報
を
待
な
い
ま
ま
契
約
会
作
品
市
枯
し
J

享
ノ
λ

に
司
L
て
、
凶
作
J

了

ん
が
山
該
当
事
伝
に
汁

ν
て
出
汁
時
議
キ
一
品
求
J

得
ム
ω
ニ
レ
一
を
ヰ
川
ρ

以
前
か
り
認
め
て
い
匂

V
2
4
例
と
い
て
、
、
リ
州
丸
制
作
険
の
川
入
古
が
レ
サ
集

トあ
J
J

り
変
役
保
険
の
H

ス
ク
～
同
門

f
d～
一
ハ
イ
ム
伝
説
引
を
パ
／
巨
人
か
り
受
け
ら
れ
人
公
か
れ
た
と
し
て
探
検
会
社
ド
損
害
応
慌
を
主
め
七
荒
川
引
け
干
成
八
A
1

" ， 

" 
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（ノ
J

一一八

i

ゆ
か
火
災
保
険
山
梨
約
の
中
込
者
が
契
約
に
凶
品
川
ぐ
地
震
一
以
防
相
ノ
約
を
締
結
す
る
か
百
ー
か
の

YHJJ川
也
会
一
寸
る
に
あ
と
リ
十
分
な
出
花

月
九

H
、＼
J
U

分
譲
咋
む
の
議
受
人
が
、
認
店
主
ノ

相虻枇いわ
γ
説
明
を
1
1
け
ら
れ
な
か
っ
七
ζ
L
L
保
険
会

ιに
日
芸
山
噴
や
求
め
お
お
山
川
「
此
一
五
年
一

約
一
い
陪
し
こ
恒
格
的
、
mfhlt刊
伴
い
す
と
J

め
に
話
告
な
情
械
を

f－r
川
片
手
れ
な
か
っ
た
〆
一
レ
て
山
間
害
賠
～
村
山
を
求
め
れ
此
判
山
川

円

J、

ノ、

iι 

3
1泡

鮮
の
↓
バ
却
に
よ
勺
て
捻
出
j
た
日
己
資
企
お
よ
び
浪
存
か
つ
の
仙
人
合
に
よ
り
地
ょ
に
注
目
白
川
建
物
安
連
共
同
す
る
古
山
少
一
快
案
さ
れ
て
何
人

）！！，＼＇.；交似通科ドおける ,S1H!h¥J完足lえにLっく IC'.fr,小町fl貞no成行

れ
？
と
定
去
を
わ
う
た
十
た
所
有
若
ム
刀
、
日
記
話
基
品
川
法
上
の
日
民
ー
か
ら

L
b完
却
を
だ
岨
す
ふ
こ
と
が
で
さ

F
出
入
♀
の
弘
司
が
れ
じ
さ
な
く
な
っ
た
の
は
、

ふ
地
売
却
が
温
性
ご
あ
る
ヲ
二
少
々

v
茶

b
m町
L
r、
説
明
一
な
か
っ
た
建
築
会
付
お
よ
リ
臥
宵
銀
行
の
説
明
義
務
h

正
は
い
か
？
？
u
丹
ど
と
1

二
、
、
福
｝
門
賠

償
や
求
め
J

入
品
刊
平
成
一
八
平
六
月
一
円
ん
ト
と
が
め
る
「

j
で
に
述
、
た
ょ
っ
円
、
＃
’
行
部
特
の
判
断
に
必
需
な
清
い
戸
を
収
集
・
山
得
j
る
F

一
「
は
原
町
ん
と
し
て
汗
主
事
告
の
じ
己
－
一
一
迂
で
あ
る
そ
の
た
め
、

一ト勺
m
v
J
t
T一
ア
汗
に
相
J

千
五
へ
の
伯
報
徒
弘
前
や
説
明
を
義
務
づ
け
る
川
崎
台
、
一
二
山
一
工
会
一

ιJ」
化
す
る
主
人
員
的
恨
料
な
p
f
J

び
に
抗
体
上
円
規
定
を
’
刊
に
求

め
る
か
が
第

仁
川
淵
と
な
人
日
一
J

f

山
沖
の
巾
丸
刈
に
つ
一
L
て
、
最
高
裁
は
か
川
町
義
務
山
花
生
恨
拠
ま
七
「
花
川

f
k法
一
条

一
取
）
！
ζ
ぷ
め
て
い

れ
い
対
し
戸
、
比
サ
一
烹
務
の
円
F
μ
Jず
川
レ
1
化

t
る
山
上
六
百
戸
お
な
旧
日
期
～
っ
し
て
、
段
目
裁
は
↑
）
J

ん
ま
で
一
般
f
H
J

な
u
h
論
お
展
開
し
と
い
な
ー

ち
へ
J

L

f

一弘、

互
い
円
て
三
一
日
山

μ
つ
い
て
そ
や
す
ち
入
「
ー
一
考
い
れ
J
さんね

f
cお
り
、

7
1
i
J

川
円
超
レ
な
っ
た
恰
報
～
倍
一
へ
金
の
退
治
資
牟
オ
捻
H

す
る
た
め
乃
ji

一
辿
売
埼

日J
辿
築
基
体
ふ
い
〕
一
円
問
「
げ
か
、
り
阿
世
芝
、
あ
ヲ
マ
工
〕
が
、
一

1
7に
」
合
安
川
別
府
結
の
判
阿
に
あ
た
り
、
～
和
的
て

1
5
Tゲ
考
防
空
去
に
な
る
『
と
、
へ
と

戸
川
地
冗
却
に
よ
る
返
治
資
令
日
一
一
泊
出
が
も
工
U

Y
枯
日
け
旬
J
か
ム
小
山
提
定
士
、
あ
ハ
ノ
目
そ
の
な
！
？
と
従

n
h
J
一
河
川
ペ
チ
庁
士
一
災
山
抗
さ
ぜ
る
旨
を
込
べ
た
こ
い

ろ
特
段
の
事
情
。

f
不
〆
て
い
た
こ
と
J
V
vや
け
ご
、
説
川
義
務
の
門
前
ヨ
ヰ
一
ー
ム
当
化
、
】
て
い
？
勺
。

ぷ
に
、
説
明
希
薄
法
反
に
よ
り
発
生

L
え
掘
口
の
内
宵
を
と
〕
拍
、
え
れ
か
で
あ
る
が
、

r

一
れ
は
や
宅
対
出
h

ょ
っ
に
川
守
一
八
生
J

f

L

い
る

ヰ
一
ハ
下
作
尽

q
L宍
や

i
j？
j
T
J
 

見
出
り
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
締
仏
〆
な
か
コ

f
は
J
1
の
却
ベ
ザ
れ
を
、
説
明
哀
官
官
庁
一
川
丸
山
結
円
八
締
結
に
ご
い
と
h

出
、
リ
杭
一
一
下
力
が
門
間
口
を
杭
↑
っ
た
t

案
へ
了
、

手
）
で
は
、
抑

i
ん
子
当
該
判
明
f
ハ
川
を
山
市
坊
ぷ
、
こ
し
に
よ
一
J

て
被
っ
た
川
川
正
…
的
拐
害

f
Mよ
ね
に
主
つ
い
一
一

lyy、
払
っ
た
保
険
料
山
間
金
じ
）
子
阻
害
と
認
め

九
れ
て
い
る
治
相
掛
供
や
説
明
か
な
え
れ

t
い
れ
ば
析
結
ヲ
る
は
ず
で
あ
っ
た
言
切
を
、
五
川
有
古
川
進
以
の
結
果
宍
際
に
は
計
結
で
主
な
か
〉
た
事

ぶ
常
ヤ
）
）
、
別
産
的
川
出
筈
の
へ
均
八
士
主
ベ
部
ー
の
子
炉
山
拠
ふ
J

トJ

認
定
す
る
？
レ
が

F
き
み
は
い
よ
H
d
M八（「
t
d

一
な
三
い
お
い
て
は
、

i

分
会
』
苛
円
刊
の
J
U

／
一
で
長
約

取人法羊JG2 (" ~I) ) IS!l:l '2Ut:L 1〕



締
結
円
志
向
↓
決
む
を
行
、
つ
慌
へ
バ
オ
年
わ
h

J

j

p
」

L

に
紅
一
司
す
る
靖
下
町
摂
山
平
い
の
は
一
4

謝
料
カ
月
也
と
な
へ
て
い
る

u
h
同
裁
は
引
揚
科
円
ト
ヲ
水
を
阿
川
と

'E；；，刊副i：究

し
に
認
め
な
い
f
d
一
場
を
と
一
J

て
い
る
「
契
約
締
結
の
戸
川
県
犬
定
は
、
ヨ
八
川
、
身
体
な
ど
の
人
山
知
的
利
訴
1

ぃ
悶
ー
一
倍
づ
る
も
の
で
は
な
く
、
町
出
r

的
利
治
ト
閲

耳
切
一
千
戸
JAω
速
い
行
為
と
一
ペ
慌
で
さ
る
よ
う
な
助
色
に
は
、
忠
誠
利
一
泊
求
J
b
h
叫
め
ら
れ
て
い
人
以
（
一
長
）
U

rる
も
7
だ
か
り
で
あ
る
｛
2
～

も
h

と
も
、
当
－
h
f
A
の
出

vm義
務
謡
え
が
お
北
町
ふ
ず
し
＼
巡
礼
ト
タ
る
も
り
で
あ
ハ
ノ
、
川
υ
謝
料
詰
求
培
の
必
牛
ポ

J
K
伐
に
、

j
t
t
pヘ
の
、
思
で
あ
人
U

指
宝
」
肘
川
山
川
寺
片
付
比
内
日
的
性
質
で
あ
れ
か
、
需
品
裁
は
本
町
決
ト
十
円
1

匂
ま
で
、
品
川
一
党
色
足
以
が
九
日
行
八
付
立
打
ど

今

け
f

、
な
＼
認
約
百
任
を
恥
J

’
ム
ミ
～
せ
ゐ
か
1

う
か
に
つ
い
て
配
体
な
サ
清
テ
不
二
二
工
ヘ
」
か
J

入、一

2 

f
級
審
裁
判
例

品
切
芸
品
川
－
2
一
以
を
同
l

山
し
手
F

る
損
主
昨
出
詰
止
の
可
ボ
が
午
わ
れ
と
事
事
法
、

T
以
富
裁
判
例
に
お
い
て
も
数
多
f

、
店
れ
と
い
乙
同
店
と
な
っ
と

A
町
長
動
の
村
知
ゃ
れ
い
じ
は
多
様
で
あ
り
、
例
え
ば
（
よ
一
ヘ
ー
司
一
正
以
下
引
に
お
け
る
吋
ム
＋
の
け
刈
明
義
組
J

違
反
、
一
1

）
フ
ァ
ン
チ

h
fズ
お
ん
』
判
、
わ
げ

る
フ
一
ノ
J
L
f

イ
イ
山
！
の
説
明
夫
議
違
反
、
（
出
変
初
保
険
草
木
に
陪

ν
ご
の
侭
険
者
聞
の
山
川
町
社
必
直
反
、
｛
川
）
高
い
川
先
物
取
ラ
円
五
託
契
約
f
t

お
け
る
同
日
収
引
同
の
説
明
義
務
。
広
氏
λ

伎
と
が
必
る

1
4れ
の
場
介
の
義
務
二
P

い
f
も
、
的
附
な
苦
岡
山
川
仏
子
つ
hu
、
ご
で
で
）
～
一
十
竹
な
信
託
旧
叫
供

や
け
品
目
ド
正
一
作

7
hに一打、
J
J

ベ
レ
九
千

ζ
P
4
ト
ど
人
公
コ
ご
い
と
古
川
F

明
志
込
司
会
J

（
冗
？
さ
ぜ
る
は
伴
上
の
良
川
出
と
て
は

ιru税
引
が
出
一
三
γ
月
れ
る
ヲ

r
一
が
多

い
ま
だ
、
出
院
の
対
象
と
さ
れ
る
担
芹
は
、
品
川
明
長
一
時
連
反
の
結
束
、
＃
～
約
を
探
訪
1

丈
こ
し
に
よ
っ
琵
4
i
ζ
～
財
産
的
組
去
の
う
ち
、
千
代
税
法
ほ

と
相
内
同
忠
間
一
い
に
あ
G
も
の
と
さ
れ
に
い
る
判
》
与
は
、
売
買
叫
人
約
円
基
f
J
J
γ
E

出
拘
し
た
「
一
は
守
相
当
説
、
売
買
代
主
何
罰
領
、
同
品
牛
J

牧市品川一

の
を
託
い
制
約
に
叫
ん
つ
い
て

rn古

一にいマハ
v

－

ヤマ点

、九
~ 

ぴ｝
マ
／心

明
よ
謝
村
什
の
請
求
一
に
つ
い
て
は
、
認
め
る
判
決
／
山
お
よ
り
二
い
判
決
ζ

ド
汗
か
札

損
害
佐
伯
主
U
J
任
の
法
的
住
負
に
つ
L

＼
事
〈
h

川
町
一
同
は
わ
法
行
弘
直
任
構
成
ヰ
と
う
て
）
る
が
ー
て
の
ほ
と
ん
と
は
、

内
J
E
h
J
話
不
可
申
店
H
L
一
L
C

打
数
は
そ
れ
ば
い
多
ノ
＼
な
い
も
の
の
、
日
出
約
与
す
打
の
い
川
？
？
γ
一昔｛
4

1

J

た
け
弘
、
民
片
仁
、

故
山
町
下
訪
れ
嵩
責
任
円
一
凡
さ
十
一
昨
た
字
交
じ
め
っ
た
た
め
、
契
約
五
任
の
成
否
に
持
す
る
川
円
陣
な
判
断
が
六
ず
さ
れ
仁
い
な
い
J

二
れ
に
判
仁
一
二
、

明
↓
小
的
に
T
h
H

走

ν
た
刊
叫
ア
、
も
存
住
J

f

よ
ね
り
、
！
ぺ
－
3
れ
る

ir!:Uにぷ学｝位 l日1C2) I＂別 〆.Zilt:l. : 1 



（
ご
当
事
者
の
契
約
責
任
を
認
め
た
裁
判
例

町
三
刊
責
任
南
伐
を
肯
定
し
と
同
級
審
法
判
刊
の
多
く
は
、
宇
品
了
と
同
じ
く
消
滅
寸
効
Y

〈
川
町
民
一
い
で
、
い
明
，
μ
俗
噴
直
仔
」
zq

ィ
ハ
法
川
為
頁
任
と
情
成
L
9
勺

か
契
約
育
江
ノ
一
能
成
す
る
J

J

に
r
h
h
り
ヰ
京
り
寸
台
よ
か
日
か
れ
る
よ
千
来
を
却
に
J

た
も
の
で
め
っ
た
J
H
J
r
L
リ
ロ
刑
判
前
町
段
階
し
お
け
Z
布
荷
述
比
ト
主
つ

ぃ
、
契
約
責
任
ヂ
な
ぜ
に

r
y
rる
か
と
μ

つ
ー
に
〉
い
て
は
、
各
内
－
A
C国
て
な
っ
J

ウ
引
山
川
汀
け
が
一
不
さ
れ
て
し
る

）！！，＼＇.；交似通科ドおける ,S1H!h¥J完足lえにLっく IC'.fr,小町fl貞no成行

ま
す
、
介
安
松
締
結
に
PJノ
〈
準
続
行
為
に
わ
人
約
め
尚
一
精
と
は
有
械
的
な
医
院
ヰ
甘
す
る
日
上
、

信
為
日
は
竿
儒
段
消
い
お
川
ど
も
作
用
J

ー
っ
と
事
川

ま
と
、
一
ど
小
姑

h
h－
が
村
人
目
ん
凶
作
υ

一
般
ノ
山
な
注
、
出
走
荷
い
違
反
し
た
場
合
日
岐
，
い
す
る
も
円
で
あ
る
丹
に
汁
二
、
、
裂
い
わ
父

イ
時
過
押
に
お
け
る
凶
町
五
お
法
以
は
契
的
締
結
に
主
ゐ
渦
但
で
の
宅
事
者
問
の
附
泡
℃
め
る
た
め
、
仏
務
不
版
v

f

引
X
L寸
告
長
打
ど
し
親
和
性
を
右
し
て

計

い
る
、

f
k
「引肌
m
叫
す
る
判
決
も
ム
付
れ
す
る
に
え
た
、
法
こ
の
場
人
刊
の
説
明
菜
料
注
↓
ス
辻
、
長
山
締
結
，
山
ζ

は
v

ズ
、
そ
の
成
す
迅
程
に
お
U

てい
4
9刊
誌

締
結
す
る
か
九
ゴ
ー
か
れ
γ
川
人
均
条
件
伝
と

μ
？
？
る
い
T
J一
決
社
内
た
め
の
恰
刊
の
梨
山
市
町
v

い
〉
契
約
一
｝
」
ば
と
み
出
話
な
閣
慌
に
あ
る
山
に
つ
い
戸
、
の
＋
執
務
河
川
以

む
あ
る
こ
L
Y

を
や
げ

.c, 

（
一
」
当
事
者
の
契
約
青
日
伝
を
明
一
ホ
約
に
京
同
定
し
た
裁
判
例

反
対
に
、
契
約
五
打
の
ほ
L

げ
を
材
示
前
に
汗
乏
し
た
殺
害
裁
判
阿
I
h
存
在
す
る
川
県
約
責
任
本
一
斉
に
す
る
論
拠
子
工
＼
（
土
契
約
交
詰
ぺ
制

4
d
の
段
附
一
ご
は
、
H
L

「
山
中
七
聞
い
い
王
〆
j
H
M
人
約
悶
係
uri似
斗

L
て
い

4
い
た
め
、

そ
の
科
に
お
け
る
説
悶
義
務
泣
反
を
国
務
不
時
打

品
、
約
百
打

ζ

叩
川
オ
メ
色
合
地
は
な
1

ヲ
こ
、

（
じ
に
日
す
片
山
中
J

は
一
弓
M
A
体
の
指
活
「
列
企
明
あ
る
た
め
、
川
一
明
義
務
白
根
拠
ム
J

F

店
長
山
い
ぶ
め
ら
れ
る
二
二
も
、
そ

れ
叩
ん
に
同
義
蒋
F
M人
的
告
F
で
あ
る
？
〆
～
引
さ
市
ふ
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
も
つ
も
の
じ
は
な
い
こ
と
、
が
挙
げ
γ

れ
一
、
い
る

時一主計
l
H
お
け
る
議
議

不
法
行
為
責
仔
の
成
立

刊
円
九
州
安
川
川
市
ぃ
千
三
山
主
ず
る
う
一
平
却
は
も
ち
ろ
J

し
、
こ
れ
を
き
定
t
る
手
同
ー
も
、
刊
に
伯
父
伊
過
程
に
お
山
ノ
る
説
川
主
務
違
反
が
当
該
当
事
者
の
不
法
’
仁

為
を
悟
戎
づ
る

F
E〕
は
広
／
、
認
め
て
い
る
J

、
子
説
明
は
、
ぷ
川
語
f
科
の
発
生
川
山
由
ゎ
、
こ
の
場
合
の
小
辻
行
パ
バ
の
r一
同
ム
収
支
杵
u
h
J

引
い
判
よ
り
ら
詳
し
ノ
二
A

引
さ
れ
平
、
い
ミ
リ
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小
戸
、
行
ぬ
の
比
烹
に
は
、
ま
ず
手
引
あ
る
い
は
保
定
出
品
市
の
民
1

口
が
安
刊
こ
な
る
（
民
法
七
〈
刈
バ
八
）
父
」
伊
リ
4
4
4
奇
心
説
判
君
務
注
反
カ
バ
詞
こ

'E；；，刊副i：究

な
る
%
引
に
お
い
て
は
、
村
一
J
方
的
山
己
決
定
惟
の
民
事
が
こ
れ
じ
め
と
ヲ
心
と
が
さ
机
て
い
る

私
的
門
市
、

M
人
約
白
山
の
町
則
的
も
と
で
は
、
持
約

人
体
米
十
万
ん
は
当
山
市
者
存
じ
し
の
青
ハ
吋
じ
で
あ
る
r

し
か
、
岨
代
的
取
引
に
お
川
て
は
も

こ
こ
？
F
t
H

／

f

J

I

l

（
 

諦
結
の
同
断
に
必
要
な
41ワ
刊
号
収
集
ト
ヲ
ノ
ゴ
｝
r
l

は、

賢一
f
白
山
一
約
内
よ
）
に
、
し
「
宇
守
刊
の
情
報
h
A
に
佐
川
志
的
な
培
左
が
バ
ヲ
J
J

、
い
乙
一
〕
と
も
少
な
く
な
い
ο

こ
の
間
崎
ム
H

情
報
々
に
お
い
て
%
い
い
（
丸
、

h
M
ん
約
的
心
川
荒
川
口
を
杭
阿
ア
ヲ
ム
匂
一
八
吋
4
山
口
叫
が
な
い
ま
ま
に
ザ
～
約
締
虻
の
九
百
回
日
子
γu
ーする川河

1
お
は
、
口
、
リ
の
h

〕
」
叫
に
よ
り
契
約
を
配
給
ず
る
か
否
か
の

決
定
を
寸
己
円
、
内
…
を
’
ι
高
松
に
盆
u

ふ
わ
に
い
こ

F
E
に
な
る

判
九
約
口
h
川
の
原
則
九
一
定
蛍
的
仁
一
保
陣
一
ヲ
ベ
く
、

そ
ご
で
、
そ
の
主
F
A」
佐
枝
の
自
主
を
肝
叶
て
相
一
一
千
方
の
円
い
山
L

拾
を
保
設
〆
、

ら
当
事
訂
に
詫
明
支
務
が
発
d
t

す
心

ー
」
事
将
が
こ
の
説
明
義
務
に
違
反
す
る
こ
し
ぐ
で
、
仰
い
話
法
詩

で
あ
る
相

T
方
内
一
は
」
仇
定
権
れ
校
主
さ
れ
る
わ
け

IA明
義
扮
退
去
を

E
己
決
定
認
と
い
う
人
宅
f

町
何
衿
に
片
ヰ
る
慢
γ
門」
J
J
H
い
克
つ
け
る
の
と
あ
れ
ば
、
日
ど
よ
れ
い
h

北
ワ
〈
H
M
Z
Y

〕
て
品
川
一
に
ぢ
も
ハ
い
J

引し

J
h
r
I
V
1

り
子
訟
は
、
守
山
蒋
法
比
九
が
な
け
れ
ば
締
結
し
な
カ
っ
と
で
あ
ろ
う
＃
、
仰
を
帝
位
す
る
こ
l
y

に
よ
り
柑

I
々
が

絞
ー
チ
川
正
的
指
害
対
り
ま
と
、

H
R
J
4
u
h
u
込
土
同
県
関
係
が
あ
る
以
は
、
コ
）
で
い
λ
J
相
主
い
の
範
同
い
色
ま
れ
る
と
L
L
L
ゐ

る
心
ば
、
消
神
川
相
一
正
ー
で
あ
る

ん［
Y

、
え
ば
、
μ
石川
L

t

比
二
づ
い
ご
文
払
っ
た
は
何
な
ど
が
二
川
h
L
A
り
づ
る
吋

こ
の
よ
う
に
、
呪
約
交
波
過
ね
じ
お
け
る
況
明
執
務
没
反
を

m』
と
一
タ
る
担
吉
町
院
は
、
ぜ
約
一
《
の
イ
の
の
効
バ
キ
百
一
疋
よ
L

う
え
で
原
状
｜
伐
を

凶
ッ
ア
ぬ
ん
ロ
ト
y

王
立
的
に
同
じ
侭
識
や
相
手
方
に
与
え
る
殺
能
寺
勺
つ
つ
V

一
一
亡
、
有
効
～
一
成
斗
し
た
契
約

h
i
づ
い
に
移
転
し
た
利
、
前
を
、
追
川
出
λ
住

民
山
崎
五
反
に
rh
司令制作中川こ
1

一
、
賠
償
さ
せ

L
P
Z
は
一
パ
的
手
岡

mr一
一
な
い
か
μ

い
つ
山
間
－
が
主
υ

一る

引
っ
ー
こ
J
一
、
：
エ
ム

一一
c

l

J

L

J

L

l

（
示
次
的
に
一
一

甘
ん
し
出
意
阿
U

がムボ〕

に
長
t

J

い
て
十
円
定
J

、
そ
れ
↑
じ
も
同
小
沢
で
さ
な
い
問
苫
の
み
苛
担

（
ー
と
日
思
表
示
斗
広
勺
す
Q

府
民
、
と
指
名
町
出
法
一
よ
ゐ
情
決
と
は
一
正
μ
一
川
能
で
あ
る
と
す
む
は
郎
、

～
山
一
一
社
一
矛
一
尼
ご
あ
る
」
HUP一
考
必
、
摂
安
い
陥
債
は
一
件
封
産
的
指
ゐ
門
に
対
す
る
J
4訓
付
に
ハ
壮
比
さ
れ
る
べ
え
と
す
る
兄
剤
、

の
効
ノ
円
件
ヰ
一
立
思
去
－
小
法
の
日
川
安

（寸一「歎取い川
I

な
と
｝

空い炉心比一旧ム円ド
h
4
1官
h
M
P
少べ
4
J
C

で
J
M叫

Q

P

一Lnリ

な
い
が
あ
と
っ

2 

契
約
書
任
説

ργ
説
に
お
川
て
は
も

以
ー
の
て
つ
な
ふ
仕
打
た
守
一
任
の
成
か
だ
け
で
な
く
、
長
引
責
狂
的
成
μ
一
を
円
定
L
T
今
日
艇
が
は
ハ
よ
い
土
張
さ
れ
て
！
ム
匂
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だ
い
、

J

丸
山
、
土
張
内
心
待
ば
一
位
百
九
悼
し
r

と
り
わ
け
、
契
約
締
引
が
円
引
の
一
氏
陪
に
お
け
る
配
明
義
務
の
法
反
か
ら
制
約
決
の
専
任
が
屯
牛
ヲ
る
恨

W
fト

つ
い
て
は
、
議
νれ
に
よ
っ
て
説
明
の
仕
μ
に
一
逗
川
が
あ
る

ま
ず
、
「
＼
伐
に
h
M
ん
約
が
端
科

X
L
U
、
た
制
品
目
ぶ
が
そ
の
地
怖
行
為
J
J
叫
に
み
よ
い
ご
必
泣
寸
之
と
め
、
い
翌
日
制
執
前
一
い
い
ね
い
L
J
D
己
主
別
心
基
づ
く
注

互
礼
務
を
当
事
釘
が
れ
い
、
そ
の
正
反

γ
基
づ
U
て
訳
、
約
一
ょ
の
円
一
打
が
発
ヨ
F
るト
y
Y
F
Z鮮
が
あ
一
ゐ

）！！，＼＇.；交似通科ドおける ,S1H!h¥J完足lえにLっく IC'.fr,小町fl貞no成行

ま
ιγ

、
山
古
川
約
八
人
捗
の
当
事
若
に
は
桐
々
い
相
j
方
の
利
、
試
を
門
司

n
し
な
い
よ
う
江
は
ち
M
1
1
べ
さ
信
為
R
i
の
義
務
が
h
u
qす
る
と
し
、
見
開
明
義
為
Jf

て
う
す
ぷ
J

義
務
内
一
つ
三
い
出
つ
け
入
、
、
ノ
支
「
、
午
、
九
二
告
は
か
」
契
L
h
l
n弓
直
行
〆
す
る
見
解
が
あ
る
契
約
賀
行
仁
三
口
定
す
る
山
内
山
刑
一
と
1

二
、
、
ぼ
契
約

父
誌
の
当
事
N
T
T

は

一
故
人
の
閃
ト
お
け
る
よ
H
J
S
緊
併
な
恒
佃
悶
係
に
fr
ち、

す
い
の
利
説
記
阿
に
介
入
す
る
刊
誌
性
が
汁
じ
心
た
め
、
刊
行
ト
同
判

ず
と
の
一
一
折
々
一
六
し
な
い
よ
う
持
出
ト
ヲ
ベ
ヌ
一
布
義
山
上
の
在
荷
主
、

h

凶
行
為
ー
の
般
的
表
昨
日
7
ほ
か
、
特
別
な
か
人
約
法
！
の
主
蒋
と
し
て
ヘ
ア
斤

す
る
乙
説
明
主
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
説
問
者
蒋
の
存
在
即
t
f
v
m印
り
し
、
そ
の
民
反
が

υそ
れ
川
う
任
一
Y
あ
る
と
説
明
す
る
い
見
記
円
い
も
あ
る
一

F
な
わ
ち
、
八
小
説
問
者
蒋
が
、
当
事
者

尚
一
L
P
け
る
怯
日
刊
の
収
巳
・
蓄
績
能
刈
の
朽
差
々
々
一
耐
刷
出
し
て
お
よ
仁
j

一
川
門
市
川
原
副
会
主
万
円
刊
に
佐
保
す
る
た
め
泌
め
ら
め
fJL
も
の
、

つ
ま
り
、
お
よ
h
H
円

由
乃
阿
川
の
け
げ
で
～
質
化
で
あ
る
山
一
に
ハ
v
m
A
t
、
、
一
一
掛
注
反
山
性
川
買
は
lFP税
小
中
出
〆
灯
仰
に
約
一
J

±
之
、
川
叶
こ
く
説
明
士
吉
刊
が
刊
現
約
d
円

自
の
が
川
を
夫
資
的
ト
伴
保
！
一
ヲ
る
も
の
で
あ
る
し
y

v

う
RT鮮
に
基
っ
き
、
心
ノ

M
式
務
は
契
約
Jh結
の
叫
促
レ
f
1
4
む
も
の
と

1－E
、
I
」
一
凶
ぞ
約
か
り

U
脱

出一

d
J
Yに
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
達
手
ゲ
佑
蒋
JA1慣
行
立
す
れ
宣
行
」
を
棺
川
氏
寸
ど
に
つ
円
山
肝
も
あ
わ
w
r

」
の
ほ
か

τ一
打
人
均
ホ
人
以
画
担
の
よ
う
に
す
ノ
て
に
史
的
類
似
の
矧
係
や
作
｝
げ
て
い
勺
当
事
利
何
で
の
危
険
の
配

V
は
、
そ
の
と
告
か
よ

お
抑
ん
約
半
「
p

打ト
Y

一
し
て
構
成
し
七
万
が
、
俗
的
訂
求
権
の
出
減
肝
効
期
間
平
、

dm
法
行
為
に
よ
る
よ
り
、
む
し
り
山
契
約
は
の

託
手
五
が
前
布
の
が
一
明
義
円
増
h

屯
父
ト
対
ゴ
責
任
ι
%
と
い
う
記
布
な
ζ

ト
お
い
て
被
古
布
に
山
仙
川
d

と
な
ゐ

な
ど
が
存
自
す
る

上L

J) 

よ

阿
世
約
締
弘
前
し
お
け
る
引
い
約
ヰ
人
任
の
民
l
d
b
－
一
中
化
一
1
3
y而
拠
L

－て、

一人
mwに
料
配
弐
れ
た
引
J
J川
内
刈
々
が
遡
及
ヲ
る
と
詩
川

rるは～
Mr
（／U
一
二
父
泌
週
訴
に
、
わ
け
る
よ
一
事
者
い
の
関
係
が
（
緊
密
な
信
州
関
係
＼
や
父
ホ
週
九
庁
内
支
配
ぷ
へ
L
岸
川
悦
A
V

る
以
前
小
「
沼
、
出
＼

H
t約
ι

一
山
の

原引をけι一色一戸一一一
J

に
確
保
す
る
｝

T
i説
明
÷
一
点
政
川
の
4

行
ft河
田

5
申
況
F
L
U山
同
町
（
£
一
、
小
r
一

い
ハ
作
尚
一
な
結
論
に
お
い

C
地
ペ
ロ
討
に
有
利
v

な
と
ヲ
と

取人法羊JG2 (J ~ l)J) I S!l7 '2U t:L 1〕



ゃ
ぷ
け
の
日
兄
mm
（
ヘ
ハ
企
が
に
十
張
さ

h
1
1
い
る
η

'E；；，刊副i：究

3 

菜
蕊
責
任
説
へ
の
批
判

月
説
て
は
、
契
約
交
沙
迅
和
一
お
け
る
け
山
一
明
義
労
連
一
以
は
ぷ
法
行
為
の
み
看
構
成
し
、
ぞ
れ
十
円
汗
を
B
J
M
え
ザ
一
司
令
一
）
乙
ば
な
川
乙
ず
る
は
叩
川
も
広
く

！
一
小
伝
さ
れ
こ
い
ス
一
o
h
f
均
自
FFI
拾
い
成
多
一
ポ
完
す
の
論
脳
と
ヲ
〕
一
＼
次
の
点
υ
三
寸
げ
ら
れ
て
い
令
。

ま
ず
、
｛
1

）
契
約
立
行
斗
市
政
は
一
正
末
、
契
約
交
保
川
内
科
～
1
U
け
る
布
持
活
反
に
対
1
て
h
法

h
u付
の
成
ム

yhず
い
ぶ
め
ゐ
こ
と
が
同
H
h
p

ー：1
f

y

t
い
4

お
い
～
従
日
「
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
旬
v

｝J
イ
に
持
L
C
H
E
R
h
の
も
〆
」

U
は、

h
L
K
r引
為
告
皮
ョ
ピ
ご
叫
町
民
主
一
リ
射
山
口
山
川
短
め
て
広
＼
こ
の
い
叫
〈
口
の
彼

市
下
い
者
侭
読
L

と
不
法
｛
イ
一
刀
山
仙
川
な
に
一
…
ね
、
も
い
旧
同
立
の
問
問
ァ
生
v

〕
る
わ
て
れ
は
な
い
乃
で
、

h
h
J
1
1
一
日
の
よ
、
つ
仁
判
人
約
！

P
F樗
成
を
認
め
る
必
要
目
ド
ド

JY

L
い
）
ま
と
、

で
hdLfu

f

ど
義
務
の
究
パ
立
似
出
い
か
信
託
別
で
あ
る
か
η
j

い一
J

て

そ
の
戸
一
一
以
に
志
づ
い
て
ヰ
枚
、
に
喫
約
R
刊
行
J

発
生
十
る
と
ご
勺
二
と
は

さ
ら

γ
、
守
党
約
巴
ト
塩
川
氏
の
ん
が
一
一
言
一
背
に
と
っ
て
r
付
加
仙
で
あ
G
V

し
、
つ
斤
J

ド
つ
い
て
も
、
f

い
い
｝
消
滅
J
4
効
士
ど
の
山

rrh15uf村山

い
小
怖
が
あ
心
主
ら
は
、
ぞ
れ
ド
よ
っ
て
小
合
研
ぷ
礼
二
川
が
ル
ヤ
レ
な
い
よ
司
つ
引
税
・
忠
一
川
弔
す
れ
ば
よ
い
だ
け
一
～
あ
り
却
約
雪
任
悦
比
め
よ
う
な
女
易

へ
れ
、
民
害
者
に
ゐ
利
C
J
d

ッ
た
と
し
に
も
、
方
法
行
烏
ヨ
ロ
汀
ム
し
て
の
位
宮
を
布
一
パ
ヲ
る
も
の
に
つ

日

レ
亡
、
被
〕
門
却
を
救
出

F
る
た
め

i
、
主
約
－
T
H
H
t

〕
て
橋
成
す
ベ
え
庄
自
が
あ
る
レ
の
汗
耐
に
出
科
す
る
J
U
m
り
、
は
な
い
、

A
w
y
u
r
い
戸
七
抗
刈
が

な
片
山
け
市
長
レ
一
る
こ
と
は
設
け
る
ベ
ヌ

川
悦
潤
さ
れ
円
い
d
h
W
C

四

本
当
鳴
の
評
徐

一
ご
工
よ
ご
に
紹
介
L
に
従
実
行
判
例
l
f
r仙
を
え
却
に
、
3
4
1

判
決
の
珂
向
付
け
を
仮
り
匙
B

ご
み
る
ヲ

y
－
ト
す
る
～

hmん
約
肯
ρ

陪
叶
刊
を
ボ
！
？
「
る
に
あ

た
り
木
内
決
は
、
バ
別
表
蒋
法

μ
の
結
果
と
】
人
生
J

た
段
以
の
川
ナ
約
イ
一
r
叫
則
設
お
の
悦
拠
レ
す
る
ご
と
は
背
則
一
心
あ
る
こ
し
（
以
？
、
前
一
の
川
南

付
け
と
五
＝
叫
よ
る

町
い
条
削
段
、
伊
沼
山
し
て
も
、
絞

E
Rの
怯
利
以
治
山
J
h
J
1

山
町
げ
ら
れ

O
F
｝
！
と
に
は
な

刊
の
れ
JA吟
効
期
間
〆
］
式
法

い
ら
な
い
ニ
r

〈
以
卜
、
第
一
の

N
R付
件
レ

v
h
u
心
寸
L
J
を
午
げ
と
L
之

こ
の
つ
弘
、
州
市
一
の

m
iイ
け
は
、
日
却
し
州
育
行
川
楕
北
一
γ
一
汗
｛
疋
す
る
積
仲
間
な
論
拠
し
r

一
計
伍
す
れ
で
工
一
ば
で
え
な
い
し

f
J
刀
に
、
同
説
法
誌
の
初
伝

か
広
範
に
わ
た
る

H
本
の
ぶ
法
／
れ
為
川
慢
の
も
と
で
は
、
契
約
十
ム
持
品
mFγ
お
け
る
説
刊
問
主
務
追
甘
ん
を
円
山
同
一
判
事
〆
口
、
り
小
法
什
為
頁
任
を
認
め
る
｝
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と
に
、
格
別
な
叫
訪
の
同
地
が
件
r
v
ンるい
O

そ
れ
は
い
勺
ノ
な
し

～
木
許
択
一
一
1
L
r
h合
引
）
ま
丈
、
民
日
じ

同
ん
た
出
向
況
は
、
小
ト

tr：パリ
f

れ
背
中
山
っ
く
制
限
汽

持
仏
話
h

小
法
に
ノ
ー
て
二
年
の
が
7
3
m
出
JFM
仲
川
畑
山
出
向
い
エ
託
け
る
わ
人
匝
、
絞
注
i

占
が
絹
界
一
生
と
加
主
i

者
d
知
J

J

L

ニ
時
占
、
に
一
山
口
F
h
’
九
千
）
川
山
一
／
こ
と
で
、
校

宅
川
ァ
告
が
怯
川
町
ハ
わ
や
一
円
機
九
4
h
y
不
v

に
作
わ
れ
ふ
ニ
〆
一
の
な
い
よ
う
凶
慮
一
、
い
る
コ
し
九
が
っ
て
、
広
明
義
務
主
↓
比
一
い
基
ゴ
く
川
市
J

ザ
ハ
軒
目
ィ
明
白
抗
告
者
不

法
円
九
に
長
づ
く
曲
川
枠
と
府
成
〆
た
と
こ
ろ
で
、
朴
以
J
ポ

M

告
の
一
祝
日
が
不
h
V
I
A
l

妨
げ
ら
れ
ふ
わ
け
で
は
な
lv
ー
と
＼
つ
よ
コ
山
は
、
判
U
一斗の
r
耐ノ
ι

＼
と
お
い
で
あ
る

）！！，＼＇.；交似通科ドおける ,S1H!h¥J完足lえにLっく IC'.fr,小町fl貞no成行

し
か
し
、
F

一
の
十
時
臼
付
け
は
、
い
ね
エ
い
苫
］
紋
済
の
た
止
に
却
j

約
貝
れ
情
J

山
V
X
川
涯
の
も
の
で
あ
る
こ
と
t
T
J
’
止
じ
て
い
る
h

渦
一
九
一
な
い
に
お
ん
」
引
責
打
構

比
を
ー
マ
）
1

〆
一
が
、
た
と
込
山
吹
｝
門
者
保
寸
唯
一
の
長
況
に
不
可
欠
さ
あ
る
こ
斗
土
、
は
い
え
な
い
に
せ
）
小
、
市
淀
川
…
一
山
耽
胡
な
ー
の
川
内
、
係
長
が
よ
心
一
層
単

／
よ
勾
る
ニ
シ
に
侃
み
れ
ば
、
ヲ
の
講

uuγ
土
、
比
カ
あ
ゐ
こ
ん
一
ま
で
は
百
！
と
汽
れ
な
ど
に
の
ろ
う
で
わ
1

いJh
か
が
わ
り
ず
、
契
約
古
任
指
示
一
を
ヲ
の
場

台
の
生
「
叩
仲
荷
山
尚
乙
し
て
と
る
べ
之
に
で
は
な
い
に
す
る
た
ザ
ノ
に
は
、
ヲ
の
ふ
う
一
泊
涯
の
＆
同
日
l

十
か
ら
だ
け
で
な
く
、
よ
り
積
続
的
な
同
百
か
い
円
一
の
え
対

坦
当
を
ぶ
す
こ
シ
が
要
中
小
与
れ
る
は
ず
7
よザハ川、

契
約
全
打
清
成
を
諭
四
的
な
年
到
と
断
仁
る
第

内
耳
出
付
い
け
は
、
ま
さ
に
戸
一
の
絞
情
的
な
庁
対
月
山
廿
官
民
父
た
も
の
で
あ
る

本
半
決
が
契
約
m
g
R

怪
構
成
fd
一円
E
4
す
る
一
掃
L

げ
の
一
凶
山

u
i
h
え
ご
い
る
の
は
仇
一

η
日

μ利
け
で
あ

h
t
第

む
主
白
一
付
げ
は
、
借
り

打
開
問
中
は
付
け
力
J

仔
在
を
山
犯
と
じ
た

抽
充
弘
消
柿
日
比
根
拠
と
付
出
っ
け
－

J
h
1
1
い
る
し
考
ん
ら
れ
る
主
刊
で
片
沼
と
な
っ
ふ
よ
う
な
－
F
明
義
設
の
域
ム
、
手
名
門
が
一
さ
怖
を
将
行

J
C

十吉
報
l・ 
J旦
jc仁

オL
i土
不日

干
,,, 
7て

帝J
OJ 
符
i前
官
炉：
吋,,_ 

jゥ

～ 約
；士
市行

れ
ず－－

' 

j♂ 

~ 
ω 

し
た
が
っ
亡
、
交
必
泊
料
に
お
け
ゐ
ぷ
川
読
点
れ
そ

ωM淀
川
、
慌
に
締
結
さ
れ
た
契
約
か
ら
発
ー
す
る
義
指
で
あ
る
こ
ぢ
も
ん
れ
〉
こ
、

Jt
字
詰
が
義
拾
を
日
刊
行
す
る
ご
こ
い
よ
っ
J

そ
の
義
務
7
m牝
牛
市
川
叫
が
生

わ
れ
る
L

い
つ
不
長
珂
な
U
U
Z
と
な
る
υ

こ
り
よ
う
な
湾
首
時
収
ば
一
刈
洲
的
な
ず
民
〔
L

と犯、

τ、
い
る
と
い
わ
さ
ゐ
キ
一
バ
パ
ず
、
ょ
の
山
を
L
f
は
刊
す
る
仕
事

的
月
日
正
付
け
に
止
賛
成
す
る
？
と
叫
ん

C
ミ一品。

た
だ
し
、
こ
こ
で
川
音
を
更
す
る
の
は

京

1
法
が
尚
一
日
団
lp
川
凶
汀
け
h

お
い
、
批
川
の
吋
主
と
し
て
い
ド
ハ
V
Mベ
f
J
U

吾
川
構
成
の
唱
え

h
c、
計
六
約
店

任
構
古
を
よ
フ
J
什
〕
た
従
来
の
武
川
例
や
v
J
M
仙
の
山
川
訴
し
ど
が
、

4
F
ぶ
合
致
1

〆
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
っ
出
じ
あ
る
し
木
川
決
が
川
人
約
吏
仔
の
発

パ
」
令
否
定
す
る
に
あ
と
い
ノ
批
判
の
だ
生
と

L
L
い
る
の
は
、
九
四
付
表
議
が
出
力
同
契
約
に
基
づ
い
］
て
牛
じ
の
義
蒋
ご
£
る
ず
め
に
、
そ
の
山
市
反
が
川
F
古
川
H

げす一寺町
L
h
さ
せ
之
、
と
い
う
涼
一
市
構
成
竹
あ
る

／一ニ
F
が
、
契
約
百
ぢ
構
成
J
f
4

又
引

ν
た
従
ー
の
抗
刊
例
の
九
%
か
に
は
、
F

〕
の
よ
、
つ
な
年
誌
は
町
山
凶
に
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主
づ
い
ご
担
へ
約
責
任
恰
民
を
恨
拠
ゴ
げ
た
も
の
は
ム
あ
た
ら
な
い
学
同
仁
お
い

E
は
、
実
陀
に
締
結
さ
れ
た
い
叫
人
約
乃
ム
仏

M
Mカ
日
出
止
す
る
ー
一
説
明
叶
寸
る

'E；；，刊副i：究

い
九
州
川
は
ド
仔
止
す
る
も
の
の
、
持
約

t
t抽
設
を
文
υ付
す
る
論
拠
と
し
一
一
之
、
れ
か
ん
伝
的
に
壬
け
入
れ
ら
れ
て

v
yリ
ね
け
で
は
な
い

ι
1
J
つ
、
父
捗
過

利
紅
一
♂
つ
け
7
4
当
事

ιη
日h
r
針
A
r
↓
や
父
跡
巡
析
の
克
明
、

J
J
ら
干
一
辻
説
明
正
務
肝
心
存
在

r一
川
、
計
～
害
廷
の
利
行
な
ど
、
多
伎
な
担
、
が
契
約
貝
汗
清
成
会

ム
持
す
る
戸
、
耐
秘
〆
し
て
挙
げ
L
れ
C
い
る
J

戸
｝
の
よ
、
に
本
山
斗
己
決
と
山
「
じ
来
の
れ
例
り
J
Aー
と
の
附
に
栴
守
の
ス
レ
が
パ
l
↓
じ
で
い
る
凶
は
、
均
約

lrn術
品
づ
え
持
L
丈
端

補
お
よ
ヲ
J

控
訴
帯
内

U
J
Tハ
い
川
先
日
除
〕
て
い
る
J
一
推
川
矢
ず
る
ん
）
ぺ

4

6

は

Y
N
V
M
m品
目
下
7

義
務
を
民
会
許
務
大
性
h
H
r
契
約
E
h
L
）
と
す
ゐ
一
あ
丈
丹
、
北
川
市
一
烹
訪
を
円
資
刊
に

約
一
ド
付
随
〆
、
け
す
す
る
も
の
で
あ
っ
と
、
製
約
ト
の
哀
が
い
に
己
主
札
る

1m貨
制
〈
約
の
片
岡
Jtpd
－
レ
位
凶
コ
け
て
い
る
一

」
行
に
対

JJ

Y
は
於
訴
十
川
t
d心
汁
ア

ω

張
の
Lhd

か
で
、

契
約
が
主
リ

L
c
v
な
い
持
段
階
に
お
い
て
は
、

i
ト
体
で
あ
ノ
リ
契
約
そ
の
も
の
が
七
何
人
化
し
な
い
の
下
あ
む

か
り
、
ふ
れ
に
刊
胎

ν
て
何
ら
か
の
↓
九
持
本
合
汁
さ
い
い
る
二
〆

1
1け
…
叫
」
戸
、
あ
る
y

批
川
〕
ぐ
い
る
）

と
ご
ろ
が
、
桂
一
有
寄
は
、
契
約
交
叫
日
当
事
有

が
「
史
的
悶
官
に
入
う
た
以
、
叫
J

約

の

h
h
r
我
山
山
川
、
て
の
時
刻
へ
ん
λ
必
過
料
半
者
d
－
ま
で
湖
っ
て
主
附
す
る
に
主
る
し
み
る
べ
ミ
ポ
あ
る
一

と
U
4
4
寸
る
い
一
～
け
守
、

Y
の
抗
駅
U

正
百
ヵ
、
ぷ
九
円
、
一
九

形
己
、
契
約
父
捗
逝
山
村
い
お
け
る
%
引
γ札
幌
が
そ
の
後
締
結
与
れ
た
～
宍
約
方
九
九
北
ふ
す
る
も
の
と
あ
る
こ
と
ヨ
吋
’
子
／
た
い
溢

3
な
い
も
の
と
引
川
す

る
こ
し
r
が
L
き
ょ
っ
ι

こ
う
〆
た
叫
由
行
い
け
ば
、
本
内
一
一
円
訟
に
特
定
な
占
雨
前
刀
枠
制
の
な
ょ
っ
で
千
げ
ら
れ
と
も
の
で
あ
川
、
い
制
約
＋
い
一
任
惜
…
J

凡
ι三
れ
い
厄
ず

。
町
一
的
な
論
仰
と
し
て
の
性
格
は

s
c
L
t
い
な

j

考
え
る
『
と
か

一
－
的
支
ノ
に
、
友
判
決
は
、
契
約
交
信
去
れ
に
お
け
る
ぷ
川
＋
札
荷
主
↓
弘
）
ゲ
η
町
一
約
主
い
一
片
一
が
弦
1午

7
u
u
J
る
り
訟
沖
f
r

作
に
否
H

パ
〕
「
＼
い
る
わ
け
で
ほ

な
い
じ
ず
し
え
は
、
的
お
小
限
必
J

一
契
約
f胃
J

打
）
ム
内
調
和
性
ゎ
、
ー
、
人
必
週
日
什
い
お
け
ふ
バ
一
事
v
G
の
同
係
四
わ
立
神
過
守
の
完
告
な
ど
を
仮
拠
f
v
＃～一列

車
仔
惰
成
今
一
と
る
こ
と
の
当
否
に
つ

L

、
は
町
確
な
判
断
ど
し
て
L
な
い
と
み
る
、
記
一
ド
よ
め
る

五

本
判
決
出
射
柑

契
約
父
ゆ
過
自
に
釘
け
る
千
九
務
違
反
L

一
〆
て
前

γ
り
れ
る
問
題
ば
、
本
竹
山

L
ノ
な
、
（
、
一
史
的
戸
し
れ
析
結
U
L白
川
主
主
に
続
響
ー
ヲ
る
情
報
に
つ
い
一
一
仁

の
説
町
一
義
j

科
迩
ぜ
に
限
ら
れ
る
も
れ
で
は
な
U

た
と
え
ば
、

同
1J司
同
町
五
詩
吋
あ
っ
て
も
、

（
と
契
約
滞
結
後
F

」
ノ
て
の
給
付
利
詐
や
古
川
叫
す
る
う

ir!:Uにぷ学｝位 l日1C8) I 5Uυ 〆.Zilt:l. : 1 



じ
平
安
と
な
る
怖
叫
f
h

つ
い
と
の
苛
川
北
虻
の
法
民
、
え
ら
に
叫

、
出
向
人
約
父
I
A
伊
の
不
当
吋
葉
山
問
題
な
と
が
、
お
約
交
手
直
割
引

一
制
約
一
準
備

段
間
－

の
税
同
こ
北
村
じ
り
れ
L

U

O

こ
お
T
γ
r
d

民
放
山
川
医
え

）

J
ヨ

L

で

7
司

i
I

（町市ん
M
h
h

怖
い
拍
！
の
過
失
」

へ
と
と
戸
出
と
の
同
係
で
お
、
主
務
違
反
い
H

会
ヴ
く
信
中
i

賠
阿
川
肯
ム
作
文
ιμ
リ
津
区
が
不
一
広
r
h
u
九
ト
男
い
レ
ま
る
の
ー
か
あ
る
い
は
明
、
約
問
ふ
い
ん
r
Z
1る
の
か
J

い
つ
い
一
＼
れ
り
人
か
ら
忘
年
4

が
民
間
ν
と
れ
て
主

ア

ι 

）！！，＼＇.；交似通科ドおける ,S1H!h¥J完足lえにLっく IC'.fr,小町fl貞no成行

ー
一
之
江
は
（

J

L
か
も
た
ト
ー
の
よ
う
4
1
＃
約
父
ル
品
作
円
い
お
け
7
Q
d礼
町
烹
一
可
カ
そ
の
徒
締
結
さ
れ
た
引
に
松
か
ら
お
ハ
牛
i
F
Q
も

の
み
に
同
じ
亡
、

の
で
あ
？
の

P
Z一歩｝芹
R
L
i
r－
仁
と
ど
ま
る
一
ふ
れ
以
外
の
叩
在
日
、
た
〆
て
八
は
父
怜
丘
町
れ
い
に
お
け
る
当
宅
ず
苛
の
向
山
川
計
千
交
が
過
程
内
ん
能
川
を
担
保
い
ト
契

的
f
E

♂
れ
い
荷
点
を
し
ム
匂
こ
と
の
半
ポ
円
ト
つ
い
に
明
確

t
判
同
合
一
！
た
わ

7
ご
は
な

Y
ま
J
7
、
山
昌
状
況
の
異
な
る
へ
日
）
や
（
ど
と
の
同
一
昨
む
時

設
貝
河
町
法
J
l
d

吐
王
を
と
の
で
つ
い
理
解
1
7
4
か
に
つ
い
て
出
い
校
内
な
影
山
宮
本
及
ほ
す
こ
と
も
な
ー
と
芳
、
え
ら
れ

戸
）
町
、
で
え
い
、
ヘ
γ

判
決
の
付
佐

は
主
的
京
阪
で
呪
だ
釣
で
あ
る

（
H

）
の
場
合
の
ぷ
明
義
務
は
甘
ん
約
幸
一
新
い
析
す
る
か
と
う
か
の

U
升
約

v
主
っ
く
給
臼
利
討
を
…
当
岐
7
る

J
J
吟

hJ七
宮
主
川
河
村
に
つ
し
て
の
見
明
少
な
拐
で
あ
る
こ
リ
ソ
与
士
ノ
な
1
4
J
A
芯
荷
山
違
反
の
一
い
Z
A
U

た
と
λ
ハJ
？
の
め
足
止
が
そ
勾
人
u

刊
ハ
内
山
刊
の
削
に
品
川
γ
止

た

こ

L
f
t
u

、
一
一
品
一
司
低
は
、
梨
均
判
慌
に
お
け
る
当
事
者
内
君
務
－
M
T
約
に
民
っ
く
付
随
義
務
）
で
あ
る
ζ

却
期
す
る
令
地
が
あ
る
っ
そ
う
「
あ
る
と
す

J
ハ
一
な
ら
ば
、
少
な
、
卜
y

L

本
判
決
円
七
千
げ
る
第
の
月
山
川
け
辻
、
（
i
）
で
問
問
視
と
な
る
説
川
設
誌
と
的
関
係
で
法
廷
当
し
な
い
戸
工
に
な
ゐ
一
実

山内ぺ
F

一
小
川
有
ム
口
の
礼
町
一
山
務
会
一
者
約
小
川
什
路
義
務
L

と
百
羽
た
H
4
H川
技
刊
氏
、
ゲ
ん
什
＋
仰
す
る
し
、
収
可
決
に
お
け
る
－
葉
裁
判
川
口
v
油円
λ
日
児
も
、

こ
の
説
川
義
務
を
一
紳
培
さ
れ
た
梨
川
町
古
川
沿
仁
付
随
1
る
民
話
一
レ
川
一
宍
ぷ
、
い
る
υ

）f
r
m
に
も
、
（
1
J

に
つ
い
て
は
小
土
、
九
為
古
伝
構
成
を
と
｝

な
い
か
り
、
（
1

～
に
コ
い
と
は
契
約
主
任
の
処
戸
川
半
は
従
つ
に
一
5
価
さ
れ
ゐ
と

T
ゐ門いん
W
U
J

か
あ
る
一
J

川
｝
ム
μ

ん
の
斗
4
J
者
が
認
め
刊
交
渉
毛
7
八
人
斗
に
崎
市
、

r
hん
ご
ζ

℃
ム
ノ
祐
子
方
に
弘
行
が
発
r干
し
七
場
ム
ハ
工
ね
い
ご
、
げ
」
設
υ
4
2

臼
の
出
尚
古

任
会
認
め
m
H
ふ
か
し
f
一
い
う
問
罰
百
あ
る
r
j
R

可
哉
は
こ
れ
を
1

梨
約
羊
備
円
以
陪
い
お
け
心
一
信
義
則
上
の
注
年
三
梢
泣
反
」
レ
人
引
川
市
〕
、
問
書
店
m
m
H
任

を
認
め

L

い

そ
の
山
的
村
山
恒
夫
－
Y

コ
い
し
は
こ
れ
ま
む
の
と
こ
っ
悶
任
し
て
い
な
い

こ
の
為
～
ー
で
も
そ
も
お
市
H
Y

わ
が
刊
人
約
一
J

怖
い
札
に
王
っ
て

い
な
ド
の
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
汚
守
山
政
川
事
実
際
に
い
叫
結
3
2い
た
則
一
約
ー
の
氏
出
v

み
f
q
こ
y

で
そ
の
判
定

fr
児
約
同
午
、
院
以
す
と
？
と
は
不
り
抱
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で
あ
る
J

し
ょ
が
コ
一
＼
本
刊
決
υ
エ
寸
げ
る
第

の
謹
也
付
げ
は
、
ハ
リ
J

な
く
レ
rIu論
理
円
に
は
〔
山
）

f

日）

L
Y

山
間
係
で
却
人
約
声
打
の
成
1
キ
一
、
一
仇
す
る
t
f
M
の
多
く
は
、
山
M

人
約
父
み
が
あ
る
段
階
ま
で

F
む
と
似
事
『
店
開
に
お
い
k
契
約
問
係
二
制
似
し

こ
の
間
係
J
I
J
b
v
k
h
ソ
」
す
る
ご
あ
ろ
う

9

J

か
〆
、

'E；；，刊副i：究

吋
違
反
従
え
る
山
山
川
ふ
「
〆
一
、
い
？
位
、
こ
〕
で
も
、
や
は
）
、

た
M
r九
一
帯
い
な
紅
判
明
日
判
係
が
乃
ノ
止
す
る
と
し
、
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取
川

1J
ま
え
は
拡
効
と
い
う
救
同
千
政
争
F
J
J
7

へ
そ
れ
以
外
の
判
明
、
1
1
1

は
相
宝
船
慌
の
み
が
許
持
さ
れ
て
い
る
と
併
J
q

る
こ
L
Y

は
可
能
で
は
な
し
だ
今

、
っ
か
と
！
万
／
J
、
九
山
絵
完
了
ー
本
件
目
批
」
明
氏
見
事
判
別
日
究
会
漏
只
事
川
河
川
川
一

U

1

筏
却
亡
ノ
一
一
任
l

）
一
以
一
下I
八一

｛
川
町
〉
滝
沢
主
代
「
斗
批
ン
J

ノ
九
ハ
1
U
J
一
一
山
（
九
九
〆

Q
）
〔
二
の
丈
な
情
決
に
よ
へ
一
丸
も
中
川
H
M
立
は
い
沢
木
v
I
に
は
川
町
消
さ
九
な
い

ζ

ー
す
る
批
判
ー
一

L
て
、
件
、
尚
久
和
「
川
原
い
同
夜
山
と
抗
日
軒
町
恒
比
一

J
J

コ
リ
（
〉
一
八

l
E一
ヘ
ー
一
百
｛
一
ぺ
礼
人
4
1

一山山
J

山
崎
山
元
夫
「
問
権
法
に
ね
け
る
信
者
誠
廷
の
は
山
戸
九
九
パ
士
ア
了
）
一
一
ハ
ヌ
（
初
山
川
、
「
債
他
I
A
に
い
研
げ
る
信
英
誠
℃
の
町
則
ヘ
ハ

完
）
出
協
凶
ム
苦
八
寸
一
し
仁
一
長
以
、
一
九
回
）
、
山
花
謀
長
約
性
与
論
巻
”
二
九

h
阿ノ
J

一
h
以
以
一
ヘ

｛
む
〆
沿
反
泣
一
三
坑
者
民
泊
揮
の
日
光
一
九
ヘ
ヰ
」
一
づ
一
戸
、
初
山
川
、
締
約
諸
問
中
γ
刊
の
五
失
ド
日
る
υ
竹
下
朽
の

E
J～一
L
M
A可
帝
何
人

手
J
A

再
会
議
定
一
山
一

5

七
礼
頁
以
下
（
礼
司
一
年
二
、
け
が
U
U
M
γ
市
注
釈
民
法
、
二
、
佐
世
l

珂
）
一
（
ん
i

ハーパ／
L
r
九
貝

（
同
一
内
山
山
」
り
ま
れ
十
＼
木
川
純
「
「
契
約
ぷ
札
結
土
町
通
！
ベ
胆
両
！
？
J

い
て
日
以
北
代
契
約

μrI人
来
以
前
一
生
一
万
但
代
契
I
J

り
』
法
県
－
一
一
｛

九
八
一
午
）
一
一
同
T
H
i
J
ヲ
れ
円
近
い
出
店
旨
j

出
わ
れ
匂
三

ニ～
T

F

け
汁
・
刑
判
、
仕

fm」
九
九
向
一

｛
、
お
一
叩
刊
・
削
潟
、
人
H
F
Z
1
）
人
百
九
d

一
位
、
有
笠
一

1
1
史
的
結
け
一
上
の
品
i
一
に
闘
す
る
一
主
張
（
一
一

λ

ご
氏
研
一
パ
／
〉
勺
二
日
二
九
ヘ
令1
）乙

へ
話
、
日
。
ド
仰
向
、
山
内
f

汁
J
h
Iル
向
、
、
森
良

4
7
d

判
γ

仏
、
弘
）
二
耳
、
寺
西
原
ヘ
「
契
約
軍
備
段
陪
に
お
け
る
担
任
」

h
M
背
広
e
u
N
木
二
先
行
泣
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九ム丸一
i

）立）

'E；；，刊副i：究

↓
吉
司
念
（
上
一
小
政
庄
1
K
の
諜
担
ー
一
展
望
一
（

牛
ヘ
明
治
の
い
「
ド
純
一

1
1
1
1
A
uリ
HAF4明
一
一
ら
i
M
E

t
－
－
持
保
設
一
出
法
七
保
震
の
視
k
u

に
一
口
民
し
一
に
い
る
叫

｛
叫
山
、
ア
ヘ
h
u
y八
一
八
判
批
」
一
日
目
高
ヘ
J
パ
を
一
号
九
一
一
門
二
一
九
八
計
二
甘
野
桁
土
「
い
わ
ゆ

L
－
一
却
に
刊
符
桁
！
の
品
主
主
汗
h
f
J

い
と
」

法
論
一
八
巻
ハ

V

ハ
七
百
以

I
ヘ
カ
八
九
位
）
、
明
J
た
仁
弘
一
不
凶
行
為
法
ム
ニ
前
山
川
〉
－
（
一
ハ
一
つ
九
年
）
一
ハ
～
し
H
円以

I
、

一
小
加
、
川
l
防

7
M
H判時
L
H川
」
六
九
向
寸
湖
兄
常
化
～
正
〆
部
一
一
任
じ
貞
一

へ叩品、

γ
貯
・
叫
拘
、
山
内
f
M

川
工
八
八
寓
3

「
泊
出
見
・
刑
判
、
内
戸
山
内
）
之
、
百
六

｛、羽〉

p

）
れ
に
礼
L
一
工
、
第
わ
庄
ー
一
叶
げ
を
い
一
刊
九
に
お
け
る
実
質
汚
士
連
U
付
け
y

一
♂
切
る
社
側
も
有
立
す
4
J
池
川
前
川
山
正
へ
9
7
L
Lド
H
パ「

f
H

出
、
第
一
の
瑚
南
九
け
を
文
4
7
L↑
9
る
先
行
列
川
釈
と
｝
／
亡
、
た
し
え
ば
、
河
」
也
佳
円

1
4門
判
別
J
J
f
法
力
け
一
号
f
t
A
（
r

い

合

三

こ
れ
に
い
泊
し
て
中
出
e

h

掲
沖
一
お
）
一
六
日
は
、
わ
一
の
珂
中
山
山
け
方
I

「
や
や
形
式
的
な
諸
珂
じ
よ
宇
ま
の
で
あ
る
一
、
説
山
を
要
9

0
よ
う
な

お
－
札
…
で
あ
る
か
ム
こ
て
義
務
が
晶
み
と
も
い
去
る
）
と
じ
、
口
専
は
日
間
約
貰
仔
五
、
の
支
持
存
宗
明
L
一
、
し
む
υ

も

7
乞
も
、
形
式
的
な
右

辺
一
と
あ
る
；
「
ハ
こ
こ
で
円
と
は
、
悼
の
洋
凶
吋
け
へ
の
有
効
な
正
論
v

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
「

一
円
ち
木
川
決
の
珂
山
4
tパ
ハ
け
と
ね
し
れ
の
り
f
況
の
認
前
ヒ
デ
か
み
ハ
I

｝
、
い
な
い
と
指
掠
一
一
ヲ
る
丸
一
行
司
釈
と
戸
一
＼
池

H

前
記
川
一
日
｝
七
五
五

山町、

γ
削
訂
作
一
μ

泣
到
斤
v
f、四
i
m
の
な
か
と
も
、
「
Mλ

約
新
培
過
川
河

γ
お
け
Aaut印
刷
誌
研
の
問
世
パ
司
、
木
米
的
な
u
m
付
走
務
が
発
パ
「
す
る
H
U

「山

の
段
批
判
む
の
川
原
で
あ
り
、
給
付
札
務
へ
の
一
付
岨
件
』
王
論
［
人
W
L

別
訟
に
欠
け
L

る
、
と
い
っ
指
机
h
み
h

れ
ノ
コ

｛
パ
性
）
泣
し
趣
旨
の
社
側
と
〆
亡
、
？
、
河
川
式
。
前
科
正

r
i
一一

u
n

－R
山N
f
c

－ア

rに
対
）
て
、
早
川
枯
人
「
京
件
叫
批
」
名
叫
一
社
ハ
u

h

J

l

H
～
一
（
）
一
年
、
は
、
主
刊
主
子
、
父
点
ν」
享
訂
間
ド
お
け
る
ほ
引
的
認
散
の
み
を
も
「
ノ
ご
川
県
均
百
七
丸
i
u

戸時めるり
7
説
の
山
一
鳴
を
も
合
め
て
廿
ノ

約主

h
V摘
hw？
ど
丙
定
J

た
ー
の
で
あ
る
巴
一
を
辿
べ
て
い
や
G

C

1

J

か
！
本
文
ご
述
ベ
チ
よ
う
な
第
一
佐
シ
一
件
ぷ
辛
か
ら
の
川
町
過
（
議
論
的
枠
ね

に
山
、
円
斗
山
、
本

T
仇
の
射
極
点
一
そ
こ
ま
「
広
く
僻

11ヲ
、
と
が
ご
主
ゐ
刀
と
、
ぺ
か
は
疑
川
で
あ
ム
匂
｝

｛
「
出
〆
ザ
貯
裕
之
一
本
叶
剖
↓
批
」

X
E
I九
九
五
サ
ニ
ド
、
（
、
ノ
一
一
年
〉
は
、
大
叩
i
r
J
一
「
契
れ
ト
基
づ
1

て
パ
じ
た
訣
持

ζ

いよ

J甘
や
羊

を
見
パ

L
C回
以
務
小
宮
r
汀白山ね
i

刀
ハ

l
？
〆
を
問
ノ
一
た
と
す
る
一
｝
ふ
れ
一
円
九
点
川
川
は
が
1

契
約
に
芸
つ
い
〈
比
v

J

義

務

の
f

叩～A
L仏
ド
対
〆

f

、
の
み
仏
間
官
時
｝
小
府
庁
J

町
一
作
品
J

約
f

胃
（
円
」
を
認
め
よ
っ
と
と

J
v
る
と
し
み
一
汁
伍
L

出
わ
れ
る
し

γ
か
し
、
木
判
決
が
契
約
一
玄
佳
品
同
氏
ー
一
対

υ
工

九
h
h
t
R
、
ま
た
民
r
一
で
は
、
牧
野
高
士
「
判
例
に
お
け
る
一
契
約
締
結
！
の
五

一
羽
山
之
仲
ま
え
て
｜
｜
卜
卒
常
一
一
一
三
凶
ハ

μ
三
三
一

r
乏
が
「
被
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そ
－
」
ま
じ
れ
川
町
な
4
v也
元
と
っ
て
い
る
レ
ム
ゐ
こ
レ
一
に
は
、
本
え
一
に
述
べ
丈
レ
こ
ろ
か
ら
一
丸
、
疑
問
が
出
向
る
し

へ
品
、
戸
工
山
、

u
qで
本
軒
以
の
則
斗
一
を
以
定
的
4
b
m
と
人
る
よ
古
計
一

r引
と
し
f

＼
九
人
ト
さ
え
は
、
什
寸
U
W
H
r下
一
本
わ
半
批
」
主
れ
一
ト
仁
九
守
一

一コ一

Q
）
、
万
長
・
削
拐
、
日
～

9
）
一
一
吉
一
、
角
山
ン
山
掲
止
（
刈
）
何
一
十
［
九
、
鈴
ー
不
草
川
一
人
r
咋
剖
批

L
T引
阿
ロ
ハ
旬
し
八
九
一
ulh
以

下
～
一
ハ
一
一

r
L

）
、
蕊
日
ー
ガ
ト
て
ぷ
件
刊
批
一
込
山
附
八
河
ψ

倍以パ
u
τ
J

九
七
頁
二
一
〉
任
、
明
兄
・
前
引

μ
へH
U

〉
仁
人
以
J

戸
「
山
、
丈
」
J

L
、
問
認
と
な
り
工
い
る
此
明
主
婦
が
（
i
）
l
一一

1J
）
！
と
の
ト
い
ず
れ
の
竹
町
を
ふ
ず
る
か
の
判
ド
怖
か
容
易
で
は
な
い
場
人
も
あ
る
一

中
右
前
科
ド
ム
（
羽
二
一
一
周
は
、
契
約
の
さ
略
目
反
と
い
、
〆
八
日
馬
町
か
あ
る
治
、
例
ん
の

A
明
義
務
の
件
引
や
内
容
を
険
寸
し
、
契
約
解
釈
を

f
d
L
L
I
明
ら
か
に
す
ろ
作
ま
t

三
豆
嬰
で
あ
る
と
す
る
ま
た
、
小
川
～
尽
宗
主
一
大
川
九
三
一
批
珂
代
前
向
パ
ヰ
h
法
五
サ
八
人
民
、
一
口
一
一
年
」
は
、

判

mm方
山
一
体
？
と

L
て
、
町
川
三
山
仁
判
川
出
サ
る
ん
広
ζ
υ
『
宇
有
者
の
事
浩
一
い
基
づ
い
品
判
別
尚
一
に
判
断

F
F心
fn
「い
v

ミ
提
山
中
寸
る

一
必
～
ょ
の
よ
リ
な
義
務
の
川
崎
ム
、
債
務
当
日
？
義
務
を
JP（
付
す
れ
ば
債
権
告
は
叫
ん
切
に
お
い
で
目
的
と
〆
た
利
ベ
証
券
！
λ
1
4
す
る
こ
と
が
で
主
、
以
対

に、

k
hし
な
け
れ
ば
之
、
っ
し
れ
利
誌
を
庁
に
hL政
J
G
J

る
ご
と
が
で
き
な
〈
な
ゐ
（
い
「
引
の
馬
主

v
も
、
詩
的
の
先
生
恨
拠
と
さ
れ
る
ど
～
約

そ
の
ら
の
が
打
ん
け
し
な
ノ
な
勺
な
に
？
〕
い
λ

ニ
j
に
は
な
ら
な
い
c

3J〉
門
恨

1
以
成
一
七
年
九
月
ヘ
円
判
叫
J

九

一

日

r
、下、

－町、

L
m
1
・
閉
尚
、
ど
）
六
四
百
九
、
ま
た
、
尚
一
対
・
山
PHeL
問
、
引
一
七
f

、百九
J
U
t
A
J
凶行

一日
J

J

ウ
よ
え
ば
、
最
刊
附
羽
川
わ
ヰ
犬
山
い
ん
人
判
々
玉
川
戸
守
口
ハ
ノ
一
豆
、
良
川
ボ
lhu
一ι
九

平

行

f

判

タ

一

じ

1

勺
一
七
つ
寸
川
町

一
立
、
丸
山
ぃ
。
制
楠
井
戸
川
竺
凶
一
一
も
、
木
れ
は
の
論
同
ム
が
ハ
く
持
続
荒
員
仔
の
法
的
ザ
営
請
に
－
P
剖
寸
先
手
ス
人
U

叫
能

t
は
合
川
上
守
え
な
い
と
作
柄

J
q
7
v

川川様

o
d州
ノ
一
し
一
＼
l

引
川
削
渇
在
（
川
二
一
ヒ
七
門
戸

－し泊、

J

L

J

ん
ば
、
松
坂
前
記
一
パ
μ

（
乱
～
一
ハ
）
羽
一
軒
、
が
泉
・
川
担
注
f

川
社
）
団
山
パ
以
下
り

d

f山
の
み
な
ら
ず
判
例
も
ま
J
J

こ
の
よ
川
f

な
尽
論
持
川
内
与

しy

っ
、
い
る
同
部
川
μ7が
あ
る
一
京
以
小
池
判
附
相
ハ
fhrr

二

F
J

凶

判

タ

阿

！

こ

号

凶
h
i
T以
内
。
本
i
J

人
で
述
へ
丈
ニ
レ
し
は
げ
同
〕
摂
拠
4
雫

J
U
J

て
契
約
主
任
構
成
を
ほ

M
L、
そ
の
告
告
で
あ
る
抗
判
山
n
h
jル
I
！
六
月
（
八
白
引
い
タ
五
川
弘
J

け
の
亘
は
、
此
賞
主
任
の
Iμ
的
性
買
を

布
ハ
し
主
九
J

コ
た
も
の
の
、
悦

τの
rmm－一一正を古川イノ
2

ハJ
結
論
そ
主
わ
い
じ
た
－

｛
、
は
一
九
剖
本
岡
山
婦
、
「
戸
一
一
叫
貞
円
山
、
人
斗
づ
い
院
は
ぞ
L

刊
）
一
交
市
内
不
当
破
事
判
明
刊
で
L

つ
い
て
も
一
平
判
決
／
）
村
地
引
法
的
立
質
論
が
民
間
ν
と
れ
る
司

能
性
が
非
主
に
J

い
レ
コ
ド
判
ず
る
r

へ
話
、
な
お
、
本
字
決
の
柏
原
忌
い
兄
ド
お
い

ILFf川
れ
刊
行
は
、
＃
～
約
百
い
構
成
を
古
川
1
9
る
ト
あ
た

u
、
法
己
主
『
山
口
比
ト
y

は
異
右
る
問
点
配
ら
一
一
川
川

）！！，＼＇.；交似通科ドおける ,S1H!h¥J完足lえにLっく IC'.fr,小町fl貞no成行
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へは山川

U
付
け
を
行
f

て
い
る
J

す
右
わ
ち
、
ご
説
明
君
務
荘
反
応
明
、
円
刊
の
伝
必
不
凋
行
と
司
、
P

る
の
は
一
こ
も
そ
2
U
庄
論
的
に
世
一
月
、
か
あ
る
こ
と

の
ほ
刀
、
伝
7

不
件
の
よ
つ
な
同
山
川
主
務
は
、
川
判
的
一
桁
培
じ
に
限
川
一
f

、A
L

山
立
百
、
邑

μ
の
十
川
加
が
問
題
！
な
る
も
の
で
あ
り
、
王
一
た
、
義
務
の
ん
ヘ

否
、
山
門
谷
、
住
没
な
ど
も
、
当
事
f
b
の
ウ
LN
や
状
況
、
支
持
の
経
緯
な
と
の
日
体
的
4
事
情
を
叫
一
世
い
し
し
信
筑
間
決
め
ら
れ
る
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別
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井

義
主
出
与
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の
と
あ
る
な
ど
、
日
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古
の
契
約
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の
立
方
と
は
一
王
な
る
川
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あ
る
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一
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（
弘
一
契
約
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副
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け
る
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事
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の
ま
薄
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の
出

領
叫
し
て
扱
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の
者
斤
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九
二
乞
川
川
隊
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し
た
、
？
土
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い
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出
F
J
Q
l
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と
仏
規
川

rt創
設
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ノ
ν
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っ
た
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上
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攻
策
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川
涼
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あ
っ
て
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h
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れ
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制
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川
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に

υ
た
山
市
釈
論
の
域
J
U
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超
え
る
も
の
で
あ
ゐ
こ
と
が
指
招
さ
れ
L

い
る
に
契
約
一
吾
仕
出
川
北
じ
対

す
ゐ
市
j
n
y
J
一
の
批

T
は
、
少
な
く
ト
y

も
一
位
論
し
て
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ー
父
ゆ
過
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け
る
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事
者
の
同
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怜
性
ゃ
父
ゆ
迅
科
的
尖
法
5
Y
を
月
出
に
契
約
五

河
町
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を
肯
定
す
る
宅
ズ
L
1
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L
L
も
一
弘
当
す
る
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で
は
な
い
か
？
」
長
、
十
L

れ
ふ
そ
れ
ゆ
え
、
～
り
補
正
意
見
の
見
向
付
け
が
、
午
後
、

契
約
－
T
H
1
院
は
や
一
附
11

印
す
る
舵
γプ
ゅ
注
以
付
け
三
）
て
託
行
甘
ん
出
見
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ば
J
止
ま
れ
い
h

い
円
前
住
も
f
口

に

f
き
な
い
、
の
戸
、
は
な
い
ご
ろ
入
ふ
ん
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